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WEBニュースで取り上げられました

日本の東京に本社があり、特定技能人材（介護）の受け入れに力を入れている株式会社ヒューマンアイが
ネパールの首都カトマンズで特別セミナーを開催し、技能のあるネパール人材の日本への受け入れについて説
明会を行った。
介護に関する技術及び言葉を学び、介護分野にて日本で働きたい希望者向けに説明会を開催した。
ヒューマンアイの桐生一郎会長は「ネパール人は笑顔が素敵で、皆と仲良くできる。世話する精神も旺盛なの
で介護分野の人手不足にはネパール人が良いとターゲットを絞りました」と述べた。
説明会で桐生一郎会長は、日本政府が特定技能の新たな在留資格制度を導入した経緯及び11か国の
14業種（現在は12業種）5年間（2019年4月～）で34万5,150人を受け入れることを目標になって
いるなど、制度について詳しく説明を行った。
ヒューマンアイでは日本にて3,300名以上の派遣スタッフ等が働いており、そのうちネパール人は500名以上い
て、ネパール人の人懐っこい性格を理解していると語った。
ヒューマンアイはバラジュのマチャポカリに特定技能の研修センター（SEWA NEPAL）を設立し、活動を進め
ている。
研修センターの校長を務めるラム・プラサド・シャルマによると、介護に関する技術や言葉を身に付けて日本で
内定をもらっている方の数が日に日に増加していると語った。
ヒューマンアイの一行がネパール滞在中に労働省、海外雇用局、観光庁や政府観光局などの政府関係者
等と面会し、両国の互恵関係について意見交換をした。
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